【実践研究報告書要旨】協働学習による論理的,統合的・発展的に考える数学の授業づくり : 予想やKJ法を取り入れた授業実践を通して by 中村, 朋寛


















































































「カード化」：付箋紙に自分の考えを 1 枚につき１つずつ書きこむ 
「グルーピング」：班で話し合いながら，模造紙に同じまたは似ている内容の付箋紙を集めて貼る  
「ラベリング」：各グループの内容を表現する名前をつける 
図 1 KJ 法の手
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２－２ KJ法を取り入れた授業 















 本研究は S 県 H 中学校の第 3 学年 1 クラス計 31 名（男子 16 名，女子 15 名）を対象に授業実践を
行った。単元は「関数 y = 𝑎𝑥2」で全 8 時間，そのうち 5 時間目に研究授業として KJ 法を援用した
授業実践を行い分析した。授業実践④では，式から表を作り，図 3 のようにy = 𝑥2，y = 2𝑥2，y =
1
2
𝑥2，y = −𝑥2，y = −2𝑥2，y = −
1
2
𝑥2の 6 つのグラフをかくという学習をしている。 




















図 3 授業実践④でかいた 6 つのグラフ 
表 1 単元計画 











































図 4 関数 y = 𝑎𝑥2のグラフの性質 8 項目 
図 5 ワークシートの個人の気づきを分析 








 図 5 と図 6 を比較すると，個人の気づきの中で，一人でも〇の人がいる項目はグループのまとめで
もほとんどが〇になっていることが分かる。これは個人活動からグループ活動へと移った時に，ほと
んどの生徒が自分の気づきを班のみんなに伝え，班のみんなもそれが正しい性質だと理解できたから







 IC レコーダーとビデオの記録をもとに KJ 法の活動の最中にどのような会話が行われ，どのような
思考が働いていたのかを分析した。量的分析の結果から特に 2 班に注目すると，グループ活動の中で




















から生徒は統合的に考えることができていたと考える。図 9 と図 10 を比較すると，元々N さんは𝑥 
軸に対する線対称について記述している。しかし，グループでの対話を通して𝑥 軸に対する線対称









      （中略） 
O  図 8 2 班のグループ活動中の会話２  
N：線対称とかでいいよね？ 
O：うん・・・ 
  あ，でもあれだと思う，𝑥軸に対してとか 
      ： 
N：あ，y 軸を中心に・・・ 
図 9 2 班のグループ活動中の会話３ 図 10 N さんのワークシートの記述 
 
Y：なんか他にないか見つけよくよ 
           ： 
Y：（I に指で示しながら）＋だったら y 軸の， 
 いや𝑥 軸の上にひらくってかいて！ 
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